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社会経済活動のグローバル化を考慮したエアロゾル排出源の評価
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東野　達1、谷　晃2、南齋規介3、奥村智憲1、小南祐志４　(10pt, MSP明朝)
1京都大学大学院エネルギー科学研究科、2静岡県立大学環境研究所、3国立環境研究所、
4森林総合研究所関西支所 

E-mail: tohno@energy.kyoto-u.ac.jp (corresponding author，10pt, Times New Roman, Centuryなど)
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１．はじめに （以下タイトルは10pt, MSPゴシック）
　本研究では、東アジアにおける大気エアロゾル粒子の排出源を・・・(本文は10pt, MSP明朝)
MS-Wordのバージョンは2003以上（2007のdocxファイルも可）
余白は上下左右とも25mm

1ページとする。（招待講演は2ページ）
図表中の文字は大きめに、カラーは白黒では識別が困難な場合など必要なものだけとする。
２．方法（10pt, MSPゴシック）
　Taylorら1)の方法に・・・
原稿提出先：
〒606-8501京都市左京区吉田本町
京都大学大学院エネルギー科学研究科
東野　達
Tel: 075-753-5615
Fax: 075-753-5617
E-mail: tohno@energy.kyoto-u.ac.jp
締切：
　平成23年12月26日（月）
 e-mail添付で、MS-Wordファイルを（可能であればpdfファイルも）送付下さい。画像ファイルなどを含みファイルサイズが大きく送信できない場合は、ご相談下さい。
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図1　LDMAの構造
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